
１．施策の目標

めざす姿
（成果目標）

地域の拠点間や市内の道路を快適で安全に通行できる。

都市計画道路整備率 ％
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R6 目標

取組方針

道路の拡幅改良、道路の通行空間の再配分、歩道の整備、自転車走行空間の整備などにより、市民が快適で安全に通行
できる交通環境の実現を図ります。また、道路の効率的な維持管理のため、市民の自主的な清掃活動への支援や、橋りょう
を含む道路施設の⾧寿命化に取り組みます。他都市との交流基盤となる広域的な道路の整備を推進するとともに、市内の
道路ネットワークの充実を図ります。

単位

地域拠点間や市内の道路を快適で安全に通行できていると
感じる市民の割合

単位

％

２．施策の意図と成果指標

対象（誰、何を対象としているのか）＊人や自然資源等 道路利用者（市民）

 意図（この施策によって対象をどう変えるのか）
市内における渋滞箇所の解消や安全性を確保することにより、道路を快適にまた安全に利用で
きるようにする。

成果指標 Ａ
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澤野　正芳
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重要である 47.4% 51.2%

施策の重要度 前回

順位

重要ではない 0.6% 0.1%

満足している 3.4% 3.9%

40.0% 40.9% どちらかといえば満足

今回 施策の満足度 前回 今回

不満である

あまり重要ではない

ある程度重要である 41.3% 39.6%

4.3% 3.2% どちらかといえば不満 32.0% 33.0%

３．市民意向調査結果
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